
最
初
の
資
料
は
、
一
九
七
二
年
に
、
エ
デ
ィ
ン
や
ハ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
看
護
学
校
の
百
年
記
念
祭
が
行
わ
れ
た
時
に
発
行
さ
れ
た
同
校
の
百

年
記
念
誌
《
弓
胃
。
ｇ
胃
ご
画
曼
旦
冨
○
口
。
胃
冨
］
〕
農
８
昌
画
ａ
ｚ
胃
罵
》
ぃ
Ｆ
３
唱
句
旨
胃
昌
騨
一
○
胃
胃
閃
。
旨
｝
冒
守
昌
騨
ご
閃
９
号
胃
答
評
写
○
○
一

わ
が
国
に
お
け
る
近
代
看
護
教
育
の
導
入
期
に
お
い
て
直
接
生
徒
の
教
育
に
携
わ
っ
た
外
国
人
看
護
婦
は
、
有
志
共
立
東
京
病
院
の
ミ
ス
・

リ
ー
ド
、
京
都
看
病
婦
学
校
の
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
、
医
科
大
学
第
一
医
院
の
ア
グ
ネ
ス
．
、
ヘ
ッ
チ
の
三
人
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
ア
グ
ネ

（
一
）
令

ス
・
↑
ヘ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
側
の
資
料
で
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
と
い
う
以
外
に
わ
か
っ
て
い
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
エ
デ
ィ
ン
、
ハ
ラ
よ
り
、
ア
グ
ネ
ス
。
。
ヘ
ッ
チ
の
人
物
的
背
景
に
つ
い
て
若
干

（
一
一
）

の
資
料
が
得
ら
れ
た
。
本
論
で
は
、
近
代
看
護
教
育
開
始
に
あ
た
っ
て
指
導
的
役
割
を
果
し
た
外
国
人
看
護
婦
の
ひ
と
り
、
ア
グ
ネ
ス
・
￥
ヘ
ッ

チ
の
経
歴
・
教
育
的
背
景
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
彼
女
の
来
日
の
意
義
を
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
の
世
界
へ
の
普
及
と
い
う
側
面
か

ら
述
べ
て
み
た
い
。

は
じ
め
に

一
ア
グ
ネ
ス
．
、
ヘ
ッ
チ
の
人
物
的
背
景

エ
ー
プ

イ

ン
等
ハ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
と
ア
グ
ネ
ス
・
ベ
ヅ
チ

報
罐
毒
繁
竺
圭
蕊
轌
露
平
成
元
年
十
一
月
二
十
五
日
受
付

平
尾
真
智
子
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資料1E王立救貧院病院看護学校百年記念誌に寄せた姪によるA.ベッチの思い出

ACNESVETCH

(1842-1942)

AIwaysagreattraveller,shemadeseveral
jOume)'s,intheseearlydays,backtoScolland,
untilanothersailingshiptookherloAustralia.
HEresheworkedandtravelledexlensively,
makingmanyfriends.Here,1ooDshemetup
againwithR.L.SIevenson,afamilyfriendof
ColintondaV5-buthedidnotseemtocarefor

herTOOEfficientnursing!
HerlastjourneyhOmeWasmadeinl938,

duringtheMunichCrisiS･AtColombothe

CaptainwarnedthepassengerSOfimPending

warinEuropeandgavethemthechanceto
rc!urntoAustralia-anofYErwhichwasmet

M,ithscombyhisoldestpaSsenger1
,ThefollowingyearsheCelebratedher97th
birthdayinEdinburgh,Withonlyone
yI5itor-her"litllefriend"LUCy(n6cPhillips).
Itwasastrangemeetingofthetwowhoilati
trainedtogetherinthiscitysolongago-been
Separatedbymanyyearsandmanymiles,and
whOseliveshadfollowedvelydifrerentcourses.
Soon.afterher'trainingLucyPhillipshad
marriedtheheartspecialistofthattiine,Dr
CeorgeCibson.andatthetimeofthismeeting
waslivinginthehomeofherson-in-law,ProS
fessorR.W.JohnsIone-stillthelinkswiththe
RoyallnfirmaryandtheslrongtieSoffriend-
ship.Thecircleseemedcomplete.

AgnesVetchdiedinhernativelandinher

IOOthyear--confusedindeed,buthapp)'inher
memoriesofa.lifesofullofopportunityand
SerVlCe．

E､〃・JZErCH

Aschildren,weheardmanydramatic[alesof

analmostlegendaryaun!,M･homwehadnever
met－whohadcrossedthesea5intheolddavs

ofsailinEships･beenshipwrecked,reaChedfar-
offJapanandlivedintheAu5[ralianBush,but
thegreatestachievementwasheracceptanceby
theOldRoyallniirmar]',ininfirmarySIreet,as
oneoftheirilrs[F･ladyprobationers､，．

A吐heendofherlonRliにIwasDrivileEedto

bewithmyauntwhenhermemorieswerestill
vividandveF,'individuaIiStiE-butconfused．

②

InthiScentenaryyear,thefirstTraining
RegisteroftheRoyallnfirmalyofEdinburgh
revealsthatthesetalesw蔀enoIfamilv

‐

･Glegendy･only!Therewefindhernameas

havingbeenacceptedfortrainingon29[hMay
1874.ThenamenexttohersisthatofLucVJ.

Phillips,towhomshealwaysreferredas:&my
littlefriend,Lucy.､(ofwhommoreanon).TEn
monthslaterAgnesVeにh・hadcomDIeIedher

probationalytraining,andonthefollowing
daywasputinchargeofDrBalfour､SmalE
ward1

TruetotheWightingaletradi[ionof
sPreadingthenewsystemofnursingtraining,a
littlebandofnurSeS,UnderMissWilliamsaS

Matron,waSsentofftoSt.Mary,s、
Paddington・AgnesVetchwentasasister.Sh6
retumedinl879ontheopeningofthepresent
Royallnfirmaryandagainwasputinchargeof
DrBallbur･smaleward,which,duringthefirst
yearofherabsencewaSUnderthecareofher
friend，LucyPhillips.

AstheoldRegisterthenrepoms｡･Oatherown
wish､､SheleftEdinburghinl881andsoonafter
sailedforChina,whereherbrotherwasa

medicalmissionaly．AtlhattimeJapanwas
justbcginninglocomeundcrWestem
jnmences、andatlherequestof[heEmpress
thegreatopportun1tycame,andAgne5Veich
waSSenltOcarrylothatawakeningCountrythe
NightingaleSyStemofnurSing.W“tiIlhaveher
photograph,completewithkimonoandfan,
andoneofhertraineesliterally.･atherfeet.､．
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２
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０
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Ｅ
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ｇ
ｚ
Ｅ
邑
侭
旨
己
目
響
》
で
、
こ
の
中
に
卒
業
生
の
紹
介
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ア
グ
ネ
ス
・
ベ
ッ
チ
の
姪
に
あ
た
る
園
昌
．
ぐ
９
９
が
お

ば
の
思
い
出
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
（
資
料
１
）
。
以
下
は
こ
の
資
料
の
要
約
で
あ
る
。

ア
グ
ネ
ス
・
ベ
ッ
チ
は
一
八
四
二
年
に
エ
デ
ィ
ン
琴
ハ
ラ
に
生
ま
れ
、
一
九
四
二
年
に
百
歳
と
い
う
長
命
を
全
う
し
亡
く
な
っ
て
い
る
。

彼
女
は
一
八
七
四
年
五
月
二
十
九
日
、
旧
エ
デ
ィ
ン
蕊
ハ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
看
護
学
校
の
第
一
回
訓
練
生
と
な
っ
た
。
彼
女
は
レ
デ
ィ
の

（
四
）

見
習
生
で
あ
っ
た
。
一
○
ヵ
月
の
訓
練
を
修
了
後
、
同
病
院
の
男
性
病
棟
の
係
と
な
り
、
そ
の
後
ミ
ス
・
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
と
と
も
に
セ
ン

（
五
）

ト
・
メ
ア
リ
病
院
に
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
シ
ス
タ
ー
と
し
て
働
い
た
。
一
八
七
九
年
に
現
在
の
エ
デ
ィ
齢
ハ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
の
開
院
の

（
キ
ハ
）

１
上
）
。 一

八
八
一
年
に
は
自
分
の
希
望
で
中
国
に
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
彼
女
の
兄
弟
が
宣
教
医
を
し
て
い
た
。
当
時
日
本
は
ち
ょ
う
ど
西
洋
の

影
響
が
深
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
日
本
の
皇
后
陛
下
の
求
め
に
よ
り
、
ア
グ
ネ
ス
。
、
ヘ
ッ
チ
は
、
目
覚
め
つ
つ
あ
る
国
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

の
看
護
方
式
を
紹
介
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
。
彼
女
が
日
本
で
教
え
た
訓
練
生
と
一
緒
に
写
し
た
写
真
が
い
ま
で
も
残
っ
て
い
る
（
図

た
め
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。

A・ベッチと訓練牛図1

彼
女
は
旅
行
が
好
き
で
、
前
半
生
に
は
何
度
か
旅
を
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
は
長
く
滞
在
し
た
。
こ
こ
に
は
彼
女
の
友
人
で
あ
る
Ｒ
・
Ｌ
・
ス
テ
ィ
ー

（
七
）

ブ
ン
ソ
ン
が
い
た
が
、
彼
は
彼
女
に
看
護
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
彼
女
の
最
後
の
旅
は
、
一
九
三
八
年
で
九
十
六
歳
の
時
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

．
〈
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
危
機
に
あ
っ
た
が
、
勇
敢
に
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り

帰
国
し
て
い
る
。
九
十
七
歳
の
時
に
は
、
看
護
学
校
時
代
に
同
じ
訓
練
生
で
あ
っ

た
友
人
と
二
人
で
誕
生
日
を
祝
っ
て
い
る
。
彼
女
は
生
ま
れ
故
郷
で
百
歳
で
亡
く

な
っ
た
。
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資料21873年から93年までのA.ベッチの成績証明書
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資料3資料2をタイプしたもの
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ｅ
ｄ
ｖ
ｅ
ｔ
ｔ
Ｂ
Ｐ
１
．
１

獅
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恥
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恥
恥
鈩
馳
止
睡
睡
唾
恥
唖
峠
》
唖

ｅ
ｓ
ｓ
ｎ
ｅ

［
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、型
・
ユａ

踵
郵○
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極ｐ

皿
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．
・
垂

。
１
ｅ
ｃ

唾
迦
串
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刀

遣Ｏｓｒａ
・
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●
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『
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鐸
ら

●
皿
・
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ｔ
・
１
ａ

ｒ
ａ
ｍ

ａ
ｒ
ｅ

ｐ
－
ｍ
一
局
柾

SituatﾕOps8

資
料
２
は
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
図
書
館
医
学
史
料
セ
ン
タ

ー
の
バ
ー
フ
ッ
ト
博
士
よ
り
お
送
り
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
の
、
一
八
七
三
年
十
二
月
か
ら

（
八
）

一
八
九
三
年
八
月
ま
で
の
「
看
護
婦
訓
練
簿
」
の
中
の
、
ア
グ

ネ
ス
・
ベ
ッ
チ
の
訓
練
報
告
の
成
績
証
明
書
の
原
文
の
写
し
で

あ
る
。
ま
た
、
同
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
、
手
書
き
の
原
本
の
英

文
を
タ
イ
プ
に
し
て
読
み
や
す
く
し
た
も
の
も
お
送
り
い
た
だ

い
た
（
資
料
３
）
。
以
下
は
資
料
３
を
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

看
護
婦
訓
練
登
録
簿

訓
練
期
間
一
八
七
四
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
七
五
年

三
月
三
十
一
日

名
前
ア
グ
ネ
ス
・
ベ
ッ
チ

人
柄
三
十
歳
、
独
身
、
職
歴
な
し
、
ヘ
デ
ィ
ン

ト
ン
の
ワ
ン
ス
コ
ッ
プ
宣
教
師
、
ミ
ス
・

ラ
ン
ド
ル
の
推
薦
に
よ
る
。

訓
練
の
詳
細
外
科
病
棟
で
七
ヵ
月
、
内
科
病
棟
で
一
○

週
間
、
欠
席
一
四
日
間
。
見
習
い
期
間
は

一
○
カ
月
間
。

評
価
性
格
は
一
番
優
れ
て
い
る
。
ま
っ
た
く
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正
直
、
特
別
に
優
し
く
親
切
で
あ
る
。
彼
女
は
病
棟
を
家
庭
の
よ
う
に
す
る
技
術
を
も
っ
て
い
る
。

職
業
彼
女
は
一
八
七
五
年
四
月
一
日
に
職
員
の
地
位
を
得
、
バ
ル
フ
ォ
ア
医
師
の
男
性
病
棟
の
勤
務
に
つ
い
た
。
一
八
七
六
年

十
一
月
二
十
五
日
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
・
メ
ア
リ
病
院
に
シ
ス
タ
ー
と
し
て
行
っ
た
（
ミ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
六

人
の
小
集
団
の
う
ち
の
一
人
）
。
一
八
七
九
年
十
月
三
十
日
、
新
し
い
救
貧
院
病
院
の
開
院
に
あ
た
り
バ
ル
フ
ォ
ア
医
師

の
男
性
病
棟
の
勤
務
に
つ
く
た
め
に
戻
っ
た
。
彼
女
自
身
の
希
望
で
一
八
八
一
年
十
一
月
十
一
日
に
辞
職
し
た
。
結
局
困

難
な
時
に
私
達
を
助
け
る
た
め
に
来
た
。
後
に
兄
弟
を
訪
ね
る
た
め
に
日
本
に
行
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
、
日
本
の
病
院

に
看
護
婦
訓
練
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
を
紹
介
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
ア
グ
ネ
ス
・
ベ
ッ
チ
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
看
護
学
校
の
第
一
回
訓
練
生
で
あ
り
、
レ
デ
ィ
の
見
習
生

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
女
の
訓
練
期
間
は
十
ヵ
月
、
人
物
的
に
は
た
い
へ
ん
優
秀
で
、
《
●
固
×
・
巴
の
昌
豐
の
評
価
を
も
つ
優
れ
た
生
徒
で

（
九
）

あ
っ
た
。
ま
た
訓
練
期
間
中
の
欠
席
の
日
数
が
一
四
日
間
で
あ
り
健
康
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ア
グ
ネ
ス
・
ベ
ッ
チ
は
、
訓
練
修
了
後
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
の
看
護
婦
と
し
て
二
年
間
勤
務
し
、
一
八
七
六
年
に
は
ミ
ス
・

ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
と
と
も
に
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
・
メ
ア
リ
病
院
に
行
き
、
シ
ス
タ
ー
と
し
て
看
護
婦
の
訓
練
に
携
わ
っ
て
い
る
。
一
八
七
九
年

に
は
、
病
院
の
拡
張
の
た
め
移
転
新
築
さ
れ
た
新
し
い
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
に
戻
り
、
看
護
婦
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。
一
八
八
一

年
に
は
病
院
を
辞
職
し
、
自
分
の
希
望
で
中
国
に
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
日
本
の
病
院
に
看
護
婦
訓
練
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
を
紹
介
し
た

の
で
あ
る
。

目
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
学
校
の
創
設

ク
リ
ミ
ァ
戦
争
の
際
に
国
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を
も
と
に
し
た
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
基
金
」
は
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
基
金
審
議
会
に

二
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
の
普
及
と
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
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二
○
）

よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
学
校
を
ひ
と
つ
作
る
た
め
に
彼
女
の
基
金
を
使
う
決
心
を
し
た
。
審
議
会
は
、
養
成
学
校

設
立
の
交
渉
の
段
階
に
入
り
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
意
向
を
尊
重
し
、
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
理
事
会
と
契
約
を
結
ん
だ
。

契
約
が
署
名
さ
れ
る
と
、
審
議
会
は
、
一
八
六
○
年
六
月
七
日
の
タ
イ
ム
ズ
紙
上
に
生
徒
募
集
の
広
告
を
掲
載
し
た
。
そ
の
内
容
は
二
十
五

歳
か
ら
三
十
五
歳
ま
で
の
婦
人
を
対
象
に
、
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
で
病
院
看
護
婦
と
し
て
一
年
間
無
料
で
教
育
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
見
習
生
に
は
賄
い
つ
き
宿
舎
を
用
意
し
、
茶
・
砂
糖
・
上
着
お
よ
び
年
一
○
ポ
ン
ド
を
支
給
す
る
。
見
習
生
は
婦
長
の
監
督
の
も
と
に

シ
ス
タ
ー
お
よ
び
常
勤
医
師
か
ら
指
導
を
受
け
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

六
月
二
十
四
日
に
一
五
名
の
女
子
が
入
学
し
開
校
さ
れ
た
。
細
心
・
節
制
・
公
平
・
忍
耐
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
立
派
な
人
格
の
女
性
で
あ
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
教
育
は
一
年
で
あ
っ
た
が
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
見
習
生
と
し
て
ホ
ー
ム
で
の
一
年
を
終
え
た
あ
と
も
、
さ
ら
に
経
験
を

積
ま
せ
る
た
め
に
、
彼
女
た
ち
を
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
の
職
員
に
任
用
す
る
習
慣
に
な
っ
た
。
一
九
○
○
年
ま
で
に
、
特
別
見
習
生
（
レ

デ
ィ
も
し
く
は
有
給
生
）
は
三
年
課
程
と
な
り
（
見
習
生
と
し
て
ホ
ー
ム
で
一
年
、
看
護
職
員
と
し
て
二
年
）
、
普
通
見
習
生
は
四
年
課
程
（
ホ

（
一
一
）

－
ム
で
一
年
、
看
護
職
員
と
し
て
三
年
）
と
な
っ
た
。

○
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
の
イ
ギ
リ
ス
国
内
へ
の
広
が
り

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
よ
り
改
革
さ
れ
た
看
護
は
、
医
師
に
も
病
院
当
局
に
も
好
意
的
に
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の
方
式
は
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
国
内
に

広
ま
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
一
八
六
七
年
か
ら
一
八
九
九
年
ま
で
の
間
に
、
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
病
院
を
初
め
と
す
る
九
つ
の
病
院
に
ナ
イ
チ
ン

（
一
一
一
）

ゲ
ー
ル
看
護
学
校
の
卒
業
生
に
よ
る
看
護
学
校
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

看
護
の
改
革
が
も
っ
と
も
必
要
で
あ
っ
た
の
は
「
救
貧
法
」
に
基
づ
く
病
院
で
あ
っ
た
。
こ
こ
の
病
院
で
は
、
病
弱
な
貧
民
の
看
護
は
主
に

弱
り
方
の
少
な
い
貧
民
仲
間
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
一
八
六
二
年
に
、
リ
令
ハ
プ
ー
ル
の
王
立
救
貧
院
病
院
に
卒
業
生
の
メ
リ
ー
ゥ
ェ
ザ
ー

が
、
一
八
六
五
年
同
じ
く
り
等
ハ
プ
ー
ル
の
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
ヒ
ル
救
貧
院
病
院
に
ア
グ
ネ
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
派
遣
さ
れ
た
。
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白
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
看
護
学
校
，

エ
デ
ィ
ン
、
ハ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
は
、
一
七
三
六
年
に
創
立
さ
れ
た
。
そ
の
前
身
は
、
一
七
二
六
年
に
設
け
ら
れ
た
医
学
生
の
教
育
の
た
め

の
小
さ
な
病
院
で
あ
る
。
一
七
三
六
年
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
の
公
認
と
な
り
、
エ
デ
ィ
ン
等
ハ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
と
な
っ
た
。
一
七
四
一
年
に

病
院
が
拡
張
さ
れ
、
一
三
八
名
の
患
者
の
収
容
が
可
能
と
な
っ
た
。
病
院
は
、
正
面
が
一
二
○
フ
ィ
ー
ト
で
、
東
西
に
そ
れ
ぞ
れ
七
○
フ
ィ
ー

ト
の
二
つ
の
病
院
を
も
っ
た
、
四
階
建
の
立
派
な
建
物
で
あ
っ
た
。
西
側
の
病
棟
は
男
性
患
者
に
、
東
側
の
病
棟
は
女
性
患
者
に
割
り
あ
て
ら

（
一
四
）

れ
た
。
中
央
の
屋
根
裏
は
大
き
な
手
術
場
と
な
っ
て
お
り
、
二
○
○
名
の
医
学
生
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
看
護
は
ふ
つ
う
看
護
婦
と
臨

時
看
護
婦
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
病
棟
は
ふ
つ
う
看
護
婦
が
責
任
を
も
ち
、
彼
女
た
ち
の
仕
事
は
、
病
棟
の
清
掃
、
ベ
ッ
ド

メ
ー
キ
ン
グ
、
患
者
の
世
話
、
薬
局
か
ら
薬
瓶
を
運
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
臨
時
看
護
婦
は
、
昼
夜
特
別
に
、
常
時
観
察
を
必
要
と
す
る
患
者
の

た
め
に
雇
わ
れ
た
。
夜
間
は
、
ふ
つ
う
看
護
婦
は
病
院
に
い
な
か
っ
た
。
看
護
婦
た
ち
の
い
く
人
か
は
、
人
格
的
に
も
優
れ
、
行
動
的
、
知
性

（
一
五
）

的
で
あ
っ
た
が
、
多
く
は
人
格
的
に
も
優
れ
ず
、
確
実
性
に
欠
け
、
非
常
に
頼
り
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
看
護
部
の
改
革
は
長
期
間
遅

れ
た
状
態
の
ま
ま
で
、
こ
の
問
題
は
懸
案
と
な
っ
て
い
た
。

一
八
七
二
年
、
ロ
ン
ド
ン
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
基
金
委
員
会
は
、
熟
慮
の
す
え
、
ミ
ス
・
〒
〈
－
ク
レ
イ
を
最
初
の
レ
デ
ィ
の
看
護
婦
監
督
と

し
て
契
約
し
た
。
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
」
の
名
と
と
も
に
後
世
に
長
く
知
ら
れ
た
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
の
看
護
婦
の
一
団
も
、
彼
女
と
と

も
に
や
っ
て
き
た
。
ミ
ス
．
、
ハ
ー
ク
レ
イ
は
、
エ
デ
ィ
ン
翁
く
う
に
学
校
を
設
立
し
た
。
彼
女
は
よ
く
教
育
さ
れ
た
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
で
あ
っ
た

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
一
八
七
三
年
か
ら
一
八
八
五
年
の
間
に
、
エ
デ
ィ
ン
、
ハ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
を
初
め
と
す
る
五
つ
の
病
院
に
、
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
学
校
の
卒
業
生
に
よ
る
看
護
学
校
が
開
設
さ
れ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
一
八
七
九
年
に
ダ
ブ
リ
ン
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

（
一
言
一
）

ス
病
院
に
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
に
よ
る
看
護
学
校
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
学
校
設
立
後
約
二
五
年
に
し
て
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
が
定
着
し
た
。
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（
一
一
ハ
）

が
、
麻
薬
と
ア
ル
コ
ー
ル
の
常
用
者
で
あ
っ
た
た
め
、
一
年
間
で
辞
職
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
任
と
な
っ
た
の
が
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
学
校

二
七
）

の
卒
業
生
ミ
ス
・
プ
リ
ン
グ
ル
で
あ
る
。
彼
女
は
一
三
年
間
に
わ
た
っ
て
同
校
の
マ
ト
ロ
ン
（
婦
長
）
を
務
め
た
あ
と
、
エ
デ
ィ
ン
》
ハ
ラ
で
学

校
教
育
を
開
始
し
、
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
の
学
校
に
引
き
続
き
、
夜
間
に
お
け
る
適
切
な
医
療
と
大
学
教
育
と
の
協
力
と
い
う
前
進
を
も
た
ら

（
一
八
）

し
た
。
こ
の
よ
う
な
看
護
の
改
革
に
よ
り
、
エ
デ
ィ
ン
鋪
ハ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
の
看
護
学
校
は
国
内
で
も
も
っ
と
も
よ
い
学
校
の
ひ
と
つ
と
し

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
は
、
ま
ず
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
広
が
り
を
示
し
、
続
い
て
大
英
帝
国
内
、
イ
ギ
リ
ス
の
直
轄
地
・
自
治
領
、
さ
ら
に

世
界
の
各
国
に
伝
え
ら
れ
、
着
実
な
広
が
り
を
み
せ
た
。

世
界
の
各
国
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
が
伝
え
ら
れ
た
年
代
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
八
六
四
：
．
カ
ナ
ダ
、
一
八
六
六
…
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
一
八
六
七
・
・
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
一
八
七
三
・
・
・
ア
メ
リ
カ
、
一
八
八
三
…
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
、
一
八
八
五
…
日
本
、
一
八
八
六
…
ド
イ
ツ
・
イ
ン
ド
、
一
八
八
八
：
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
一
八
九
○
・
：
オ
ラ
ン
ダ
、
一
八
九
四
…
イ

タ
リ
ア
、
一
八
九
九
…
デ
ン
マ
ー
ク
・
ギ
リ
シ
ア
、
一
九
○
○
以
前
：
．
南
ア
フ
リ
カ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
一
九
○
○
…
キ
ュ
ー
バ
、
一
九
○
三
・
・
．

（
二
○
）

中
国
、
一
九
○
四
…
フ
ラ
ン
ス
・
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、
一
九
○
五
・
：
韓
国
、
一
九
○
六
：
．
レ
バ
ノ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
一
九
○
七
：
．
ベ
ル
ギ
ー

こ
の
よ
う
に
世
界
に
伝
え
ら
れ
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
の
特
徴
と
し
て
セ
ー
マ
ー
は
、

①
マ
ト
ロ
ン
が
最
高
権
威
者
で
あ
る
。
マ
ト
ロ
ン
は
病
院
の
看
護
、
料
理
場
、
洗
濯
お
よ
び
家
事
雑
事
要
員
、
看
護
学
校
、
看
護
要
員
の
任

命
と
免
職
に
つ
い
て
責
任
を
も
つ
。
彼
女
は
病
院
理
事
会
に
対
し
て
の
み
責
任
が
あ
る
。

て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
は
、

（
一
九
）

い
慈
善
病
院
と
な
っ
た
。

三
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
の
世
界
へ
の
普
及

一
八
七
九
年
拡
張
の
た
め
移
転
、
新
築
さ
れ
ベ
ッ
ド
数
五
五
五
床
と
な
り
、
英
国
で
も
っ
と
も
大
き
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わ
が
国
で
は
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
、
高
木
兼
寛
と
ミ
ス
・
リ
ー
ド
に
よ
っ
て
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
に
よ
る
教
育
が
導
入
さ
れ

た
。
ま
た
一
八
八
六
年
に
は
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
が
来
日
し
、
翌
一
八
八
七
年
に
は
ア
グ
ネ
ス
・
・
ヘ
ッ
チ
の
来
日
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
ア
グ
ネ
ス
・
ベ
ッ
チ
に
関
す
る
日
本
側
の
資
料
か
ら
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
方
式
が
ど
の
よ
う
に
導
入
さ
れ
た
か
考
察
し
た
い
。

を
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
を
世
界
に
伝
え
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
学
校
の
卒
業
生
は
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
婦
」

と
呼
ば
れ
た
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
婦
は
「
訓
練
す
る
た
め
に
訓
練
さ
れ
て
お
り
」
彼
女
た
ち
の
特
別
の
任
務
は
、
リ
ー
ダ
ー
や
パ
イ
オ
ニ

（
一
一
一
一
）

ァ
と
し
て
出
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
彼
女
た
ち
は
個
人
的
に
患
者
を
看
護
す
る
気
持
は
な
い
と
い
う
印
象
を
人
々
に
与
え
た
、
と
い
わ
れ
る
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
を
世
界
に
広
め
る
役
割
を
果
し
た
の
は
、
主
に
特
別
見
習
生
（
レ
デ
ィ
の
見
習
生
）
で
あ
っ
た
。

目
ア
グ
ネ
ス
・
ベ
ッ
チ
の
日
本
に
お
け
る
活
動

ベ
ッ
チ
の
日
本
に
お
け
る
足
跡
を
日
本
側
に
あ
る
資
料
か
ら
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
一
一
二
一
）

一
八
八
七
年
九
月
六
日
、
横
浜
に
入
港
し
た
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
シ
ド
’
－
－
号
で
来
日
し
た
ア
グ
ネ
ス
・
・
ヘ
ッ
チ
は
、
一
八
八
七
（
明
治
二
十
）

②
看
護
学
生
は
寮
で
生
活
す
る
。
規
律
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
教
育
上
、
道
徳
上
の
成
果
の
た
め
に
も
、
彼
女
た
ち
の
生
活
の
場
（
ホ
ー

ム
）
は
病
院
に
付
属
さ
せ
「
ホ
ー
ム
シ
ス
タ
ー
」
の
管
理
下
に
お
く
。

③
看
護
学
生
に
は
基
礎
科
学
の
教
授
を
含
め
て
の
学
理
的
な
教
授
を
行
う
。

④
病
棟
シ
ス
タ
ー
は
非
常
に
威
厳
の
あ
る
重
要
な
立
場
を
占
め
て
い
る
。
彼
女
は
マ
ト
ロ
ン
の
指
示
の
も
と
に
、
看
護
学
生
の
実
務
教
育
に

四
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
の
わ
が
国
へ
の
導
入
に
関
し
て

（
一
一
一
）

関
し
て
責
任
を
も
つ
。
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年
十
月
二
十
七
日
か
ら
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
十
月
二
十
六
日
ま
で
の
一
年
間
医
科
大
学
第
一
医
院
に
正
式
に
看
護
教
師
と
し
て
招
か

れ
て
い
る
。
明
治
二
十
年
の
東
大
の
記
録
に
は
、

（
二
四
）

医
科
大
学
第
一
医
院
看
病
法
講
義
及
看
病
術
実
地
練
習
嘱
託
一
ヶ
月
金
八
拾
円
給
与
但
六
ヶ
月
間

と
ベ
ッ
チ
に
六
ヵ
月
間
嘱
託
の
辞
令
が
出
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
さ
ら
に
六
ヵ
月
間
更
新
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
の
勤
務
時
間
は
一
日
七
時
間

で
あ
っ
た
。
、
ヘ
ッ
チ
は
医
科
大
学
第
一
医
院
で
、
桜
井
女
学
校
か
ら
の
依
託
生
六
名
と
同
院
の
看
護
婦
、
付
副
看
護
婦
に
看
護
法
の
教
授
を
行

っ
た
。
医
科
大
学
第
一
医
院
で
教
育
に
あ
た
っ
た
一
年
間
、
ベ
ッ
チ
は
鈴
木
ま
さ
ら
桜
井
女
学
校
の
生
徒
と
と
も
に
病
院
に
近
い
本
郷
駒
込
西

っ
た
。
医
科
大
学
第
一
医
院
で
教
育
に
と

（
二
五
）

片
町
の
借
家
に
住
み
、
病
院
に
通
っ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
五
月
二
十
九
日
に
医
科
大
学
第
一
医
院
を
お
見
舞
さ
れ
た
皇
后
陛
下
は
、
特
別
の
思
召
を
も
っ
て
ベ
ッ
チ
に

拝
謁
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
『
昭
憲
皇
太
后
御
一
代
記
』
に
は
、

外
国
人
教
師
に
は
ゞ
ヘ
ル
ツ
、
ス
ク
リ
ッ
・
〈
の
両
氏
あ
り
。
又
看
護
法
の
教
師
と
し
て
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
・
ホ
ー
ル
出
身
の
ア
グ
ネ
ス
・

ウ
ヰ
ッ
チ
女
史
も
あ
り
た
り
。
（
中
略
）
当
日
は
有
資
格
者
の
拝
謁
の
外
、
特
別
の
思
召
を
以
っ
て
前
記
ウ
ヰ
ッ
チ
女
史
及
び
看
護
法
研

（
一
一
一
ハ
）

究
生
総
代
大
関
ち
か
子
等
に
破
格
の
拝
謁
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
る

と
記
さ
れ
て
お
り
、
、
ヘ
ッ
チ
は
日
本
の
皇
后
陛
下
に
会
っ
て
い
る
。

医
科
大
学
第
一
医
院
で
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
十
月
二
十
五
日
に
卒
業
試
験
を
実
施
し
、
翌
日
の
十
月
二
十
六
日
、
試
験
に
及

（
二
七
）

第
し
た
二
八
名
に
卒
業
証
言
を
授
与
し
て
い
る
。
こ
の
卒
業
証
書
に
は
特
別
に
ア
グ
ネ
ス
・
ベ
ッ
チ
の
自
筆
の
署
名
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
鈴
木
ま
さ
の
卒
業
証
書
に
は
特
別
に

昌
冨
普
圃
匡
置
冨
唖
乏
○
旨
胃
『
国
鳥
開
冒
曾
官
①
同
日
。
胃
。
罰
。
旨
三
画
且
胃
８
昌
号
甸
冨
笥
唱
ぐ
。
８
欝
言
８
８
房
脚
号
鈎
・
盲
“
“

（
二
八
）

具
昌
巨
易
①
シ
岨
昌
①
い
く
２
号
尉
固
房
房
い
）
国
邑
哩
２
ａ

と
書
か
れ
て
お
り
看
護
教
師
と
し
て
鈴
木
ま
さ
が
適
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
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ま
た
、
ゞ
ヘ
ッ
チ
の
来
日
に
は
「
桜
井
女
学
校
」
が
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
石
原
は
ベ
ッ
チ
の
来
日
に
つ
い
て
明
治
十
七

（
三
○
）

年
と
し
、
桜
井
女
学
校
で
教
職
に
つ
い
た
あ
と
一
日
一
帰
国
し
、
観
光
の
た
め
再
び
来
日
し
た
と
き
に
東
大
に
招
か
れ
た
と
し
て
い
る
。
彼
女
は

桜
井
女
学
校
の
生
徒
を
看
護
婦
と
し
て
訓
練
し
た
。
ま
た
、
東
大
の
医
師
で
、
ベ
ッ
チ
が
勤
務
し
た
当
時
と
も
に
医
科
大
学
第
一
医
院
に
い
た

（
一
二
一
）

三
宅
秀
も
、
、
ヘ
ッ
チ
を
「
桜
井
女
塾
で
英
語
を
教
え
る
傍
ら
看
護
学
を
教
え
た
る
者
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
さ
ら
に
中
里
に
よ
る
と
、
ベ

（
一
二
一
一
）

ツ
チ
は
桜
井
女
学
校
の
教
師
リ
ン
ゼ
氏
の
も
と
に
奇
寓
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
リ
ン
ゼ
氏
に
つ
い
て
、
亀
山
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

（
一
二
一
二
）

ン
ド
一
致
長
老
教
会
の
ト
ー
マ
ス
・
リ
ン
ゼ
氏
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る
が
、
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
桜
井
女
学
校
の
背
後
に
は
米

国
長
老
教
会
が
関
係
し
て
お
り
、
桜
井
女
学
校
と
の
関
連
を
知
る
こ
と
は
、
ベ
ッ
チ
と
キ
リ
ス
ト
教
会
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
関
係
を
知
る
手
が

か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
↑
ヘ
ッ
チ
の
兄
弟
の
中
国
に
お
け
る
医
療
伝
道
に
も
、
彼
女
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ

る
0

認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

1‘、
0

ベ
ッ
チ
は
医
科
大
学
第
一
医
院
で
実
際
に
皇
后
陛
下
に
拝
謁
し
て
い
る
事
実
は
確

皇
后
陛
下
が
日
本
の
看
護
婦
養
成
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
資
料
も
少
な
く
不
明
な
点
が
多
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石
原
が
ア
グ
ネ
ス
・
・
ヘ
ッ
チ
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
写
真
（
図
２
）
が
あ
る
。
こ
の
写
真
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
発
行
さ
れ
た
厚
生
省
の

『
日
本
看
護
制
度
史
年
表
』
の
口
絵
に
あ
る
も
の
で
、
昭
和
三
十
六
年
の
同
氏
の
『
高
等
看
護
学
講
座
看
護
史
』
の
口
絵
に
も
同
じ
写
真
が
掲
載

（
三
四
）

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
写
真
に
は
「
厚
生
省
の
好
意
で
明
治
時
代
の
現
物
か
ら
複
写
し
た
」
と
注
意
書
き
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
、
ヘ
ッ
チ

（
三
五
）

の
日
本
に
お
け
る
写
真
は
、
桜
井
女
学
校
の
生
徒
と
と
も
に
写
し
た
写
真
（
図
３
）
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
写
真
が
ほ
ん
と

う
に
ベ
ッ
チ
の
も
の
だ
と
す
る
と
ベ
ッ
チ
の
写
真
は
二
枚
あ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
写
真
の
所
在
を
追
跡
す
る
こ
と
で
新
た
な
事
実
が
判
明
す

る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。

ゞ
ヘ
ッ
チ
が
来
日
し
た
時
期
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
乗
船
名
簿
に
よ
る
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資料4アグネス・ベッチAgnesVetch(1842～1942)の略歴

1842(1844?）エディンバラに生まれる

1874.5.29エディンバラ王立救貧院病院看護学校に入学．第1回生

1875.3.3110カ月の訓練を終了する

1875．4．1エディンバラ王立救貧院病院の看護婦となる

バルフォア医師の男性病棟の係

1876.11.25ミス・ウィリアムズとともにロンドンのセント・メアリ病院へ行く．
シスターとして看護婦養成計画に参加

1879.10.30新エディンバラ王立救貧院病院の開院のためエディンバラに戻る．バ
ルフォア医師の男性病棟の係

1881.11.11病院を辞職し中国へ行く，中国では兄が宣教医をしていた

1887．9．6シティ・オブ・シドニー号で来日

10.27医科大学第一医院の看護教師となる

1888.5.29皇后陛下に拝謁

10．26医科大学第一医院における任期終了

11．11アンコナ号でホンコンをめざし離日

*1888～1894スティーブンソソ（1850～94)，南太平洋に航海する．ホノ
ルル，サモア島に滞在，病弱，現地にて死去

ベッチ，オーストラリアには長く滞在，ここでスティーブソ
ソソと再会

８
９
２

３
３
４

９
９
９

１
１
１

旅を終えて，エディンバラに落ち着く

97歳の時，看護婦養成所時代のルーシーと再会

死去
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日
本
へ
は
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
を
広
め
る
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
や
っ
て
き
た
。
医
科
大
学
第
一
医
院
の
看
護
教
師
と
し
て
一
年
間
看

護
婦
の
訓
練
に
従
事
し
、
桜
井
女
学
校
か
ら
の
依
託
生
六
名
を
含
む
二
八
名
の
看
護
婦
を
養
成
し
、
そ
の
う
ち
の
一
名
に
つ
い
て
は
看
護
教
師

こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
資
料
か
ら
ア
グ
ネ
ス
・
ベ
ッ
チ
の
経
歴
を
ま
と
め
る
と
資
料
４
の
よ
う
に
な
る
。
。
ヘ
ッ
チ
の
日
本
で
の
活
動
や
そ
れ

を
裏
づ
け
る
資
料
に
つ
い
て
は
ま
だ
未
確
認
の
も
の
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
彼
女
の
日
本
で
の
活
動
は
、
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
方
式
を
世
界
に
広
め
る
と
い
う
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
婦
」
と
し
て
の
活
動
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
、
ヘ
ッ
チ
の
来
日
に
至
る
経

緯
や
わ
が
国
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
日
本
側
の
諸
条
件
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

と
し
て
養
成
し
た
。

て
い
た
・

レ
デ
ィ
の
見
習
生
で
あ
っ
た
。
セ
ン
ト
・
メ
ア
リ
病
院
の
看
護
婦
養
成
計
画
に
シ
ス
タ
ー
と
し
て
携
わ
る
な
ど
、
看
護
婦
訓
練
の
経
験
も
有
し

文
献
お
よ
び
注

（
一
）
中
里
龍
瑛
『
日
本
看
護
史
』
五
七
五
頁
、
文
光
堂
、
一
九
五
○
年
。

（
こ
こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
一
部
に
つ
い
て
は
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
「
わ
が
国
に
お
け
る
近
代
看
護
教
育
に
影
響
を
与
え
た
ア
グ
ネ

ス
．
、
ヘ
ッ
チ
の
背
景
」
『
第
二
十
回
日
本
看
護
学
会
看
護
総
合
分
科
会
学
会
集
録
』
一
五
八
’
一
六
○
頁
、
一
九
八
九
年
。
亀
山
美
知
子
「
ア

グ
ネ
ス
・
ゞ
ヘ
ッ
チ
に
つ
い
て
」
同
集
録
、
一
六
一
’
一
六
三
頁
、
一
九
八
九
年
。

（
一
一
一
）
こ
の
資
料
は
ロ
ン
ド
ン
の
９
①
騨
目
冒
且
○
国
詞
ｏ
８
ａ
○
罰
の
⑦
画
且
国
営
○
ご
目
胃
騨
曼
よ
り
お
送
り
い
た
だ
い
た
。

（
ｇ
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
閃
騨
。
一
旦
乏
旨
営
易
（
一
八
四
○
’
一
九
○
八
）
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
学
校
の
卒
業
生
．
一
八
七
三
年
ミ

ス
・
プ
リ
ン
グ
ル
が
エ
デ
ィ
ン
顎
く
う
王
立
救
貧
院
病
院
に
派
遣
さ
れ
た
と
き
副
婦
長
と
し
て
同
行
す
る
。
一
八
七
六
年
、
セ
ン
ト
・
メ
ア
リ
病

院
の
マ
ト
ロ
ソ
と
な
る
（
コ
ー
プ
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
六
人
の
弟
子
』
七
三
’
八
五
頁
、
医
学
書
院
、
一
九
七
七
年
）
。

皇
）
シ
ス
タ
ー
は
英
国
の
と
く
に
病
院
内
で
の
独
特
の
呼
び
方
で
、
マ
ト
ロ
ン
の
下
に
つ
く
中
間
管
理
者
看
護
婦
に
対
す
る
尊
称
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
で
い
う
シ
ス
タ
ー
と
は
意
味
が
異
な
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
病
院
な
ど
で
は
公
用
語
と
な
っ
て
い
る
。
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（
一
〈
）

（
一
九
）

（
二
つ
）

（
二
一
）

二つ｡

g=こ

（
一
五
）

（
一
六
）

（
一
壱
）

（
一
つ
）

（
一
一
）

（
九
）

（
〈
）

ヘヘ

ゼプミ

ーー

Ｆ
ｏ
ケ
ウ
四
Ｐ
弱
・
ロ
・
》
国
民
目
ウ
巨
凋
毒
ｐ
ｐ
ｑ
冨
⑦
島
の
匙
両
①
ぐ
○
］
胃
ご
国
や
も
．
き
〕
○
脚
目
胃
蔵
鴨
ご
具
ぐ
の
量
ご
甲
（
闇
〕
ら
認
．

ロ
○
口
匙
昌
の
〉
冒
胞
．
．
ｚ
戸
胃
切
言
”
ｌ
弓
胃
園
巨
ｅ
駕
脅
。
７
ン
口
目
目
切
身
具
８
国
冨
○
ｑ
・
官
曾
Ｐ
目
〕
①
。
ぐ
．
シ
昏
昏
く
．
忌
韻

（
三
）
に
同
じ
、
一
七
九
頁
。

護
学
校
の
マ
ト
ロ
ン
《

ロ
ン
と
な
る
。
文
献

文
献
完
）
、
四
二
頁
。

弓
巨
目
⑦
『
〕
シ
・
伊
．
〕
弓
一
局

の
Ｑ
こ
こ
の
○
．
匡
凰
〕
固
ら
》

（
一
巴
に
同
じ
、
三
九

文
献
完
）
、
四
三
頁
。

国
営
Ｏ
ｑ
Ｉ
旦
扁
聾
昌
①
９
号

国
ｐ
々
〕
旨
・
国
・
〉
国
○
局
目
８
ｚ

福
田
邦
三
、
永
坂
三
夫
、
久

協
会
出
版
、
一
九
七
三
年
。

セ
ー
マ
ー
、
Ｌ
・
小
玉
香
津

（
三
）
に
同
じ
。
一
八
六
頁
。

こ
の
写
真
は
エ
デ
ィ
ン
。
ハ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
看
護
学
校
の
百
年
記
念
誌
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
誌
九
頁
。

Ｒ
・
Ｌ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
鱒
の
く
目
吻
○
昌
〕
宛
伊
．
（
一
八
五
○
１
く
一
八
九
四
）
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
小
説
家
、
詩
人
。
『
宝
島
』
や
『
ジ
キ

ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
』
の
作
者
。
晩
年
を
南
太
平
洋
の
サ
モ
ア
島
で
過
ご
し
た
。

弓
国
易
９
菅
［
ｇ
弓
国
旨
言
い
閃
８
○
耳
具
シ
輌
昌
の
い
く
ｇ
島
津
○
日
嗣
①
哩
降
ｑ
ｇ
ｚ
員
罵
い
弓
国
旨
旨
函
冒
号
の
困
昌
匙
冒
守
日
脚
ご
具
因
島
目
‐

宮
門
響
．
己
。
。
、
昂
囹
Ｉ
シ
畠
．
昂
麗
Ｐ
国
国
ミ
ヨ
壱
）

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
学
校
の
初
期
の
卒
業
生
の
訓
練
登
録
簿
を
象
る
と
、
人
物
の
評
価
で
《
窟
×
、
呂
印
員
》
〕
の
つ
く
者
は
少
な
い
。
ま
た
病
気

と
な
る
見
習
生
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
層
ご
）
昌
固
．
ｚ
瞳
忌
畠
呉
①
ｚ
巨
易
の
唖
ｌ
弓
胃
冨
言
写
画
且
詞
①
農
ご
】
冒
画
閥
翰
》
ｐ
ｚ
匡
昌
畠

国
い
〔
ｏ
ｑ
Ｉ
弓
胃
聾
昌
①
。
胃
胃
脅
庁
）
で
合
１
＄
．
》
９
．
．
日
国
の
旨
〉
届
圏
）

雷
々
）
旨
・
因
》
国
。
『
の
目
８
昌
瞥
冒
盟
帝
国
且
号
①
ｚ
匡
昌
侭
斥
噌
昌
・
も
、
ｍ
ｌ
ｇ
．
Ｑ
Ｏ
ｏ
日
出
の
言
》
忌
蔚
．

福
田
邦
三
、
永
坂
三
夫
、
久
永
小
千
世
訳
『
聖
ト
マ
ス
病
院
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
婦
養
成
学
校
一
○
○
年
の
あ
ゆ
ゑ
』
二
頁
、
日
本
看
護

ア
ン
ジ
ェ
リ
ク
・
ル
シ
ル
・
・
フ
リ
ン
グ
ル
シ
凋
段
管
①
伊
匡
。
冨
①
早
目
唾
①
（
一
八
四
六
’
一
九
二
○
）
。
エ
デ
ィ
ン
等
く
う
王
立
救
貧
院
病
院
看

護
学
校
の
マ
ト
ロ
ン
を
務
め
た
後
、
ロ
ン
ド
ン
に
戻
り
、
ワ
ー
ド
ロ
ー
パ
ー
夫
人
の
後
任
と
し
て
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
学
校
の
第
二
代
マ
ト

ロ
ン
と
な
る
。
文
献
（
巴
、
五
三
’
七
一
頁
。

・
小
玉
香
津
子
訳
『
看
護
の
歴
史
』
一
八
四
’
一
八
五
頁
、
医
学
書
院
、
一
九
七
八
年
。

一
八
六
頁
。

弓
一
局
詞
○
く
こ

国
９
．
ヶ
ご
吋
哩
〕
唾

三
九
頁
。

冒
穿
目
へ
〆
ご
具
陣
言
冒
『
客
国
。
①
昌
目
脚
昌
罵
昌
．
弓
魑
ｊ
く
ら
暗
〕
ロ
昂
ｌ
岳
．
○
与
国
．
斡
己
冒
莨
〉
員
く
命
‐

】
④
い
②
。

（26） 226



二つ己、‐／へ

三三二＝元
一一ノミーノーーノ

戸 ､ / 一 ､ / ~ 、 へ 戸 ､ / へ ／ へ

六二言云云西＝＝
、-ノ、－ノ、－ノ、ジミン､ジ－ノ

（
一
茜
）
石
原
明
『
高
等
看
護
学
講
座
三
看
護
史
』
口
絵
八
頁
、
医
学
書
院
、
一
九
六
一
年
。

（
芸
）
文
献
（
三
）
、
二
六
頁
、
写
真
三
八
よ
り
引
用
。
こ
の
写
真
と
同
じ
も
の
が
昭
和
七
年
六
月
二
十
六
日
付
の
東
京
日
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い

（
三
）
に
同
じ
、
一
八
三
頁
。

弓
胃
着
冒
冒
乏
の
異
辱
冒
昌
・
幣
冒
．
ぢ
ゞ
畠
曽
．

東
大
関
係
雇
外
国
人
教
師
書
類
ｌ
雇
用
外
国
人
教
師
名
簿
、
自
明
治
二
年
至
昭
和
二
年
。

高
橋
政
子
『
写
真
で
承
る
日
本
近
代
看
護
の
歴
史
』
二
八
頁
、
医
学
書
院
、
一
九
八
四
年
。

大
日
本
実
修
女
学
会
編
『
昭
憲
皇
太
后
御
一
代
記
」
一
七
六
頁
、
公
益
通
信
社
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
。

「
第
一
医
院
看
護
婦
卒
業
」
『
東
京
医
事
新
誌
』
第
五
五
三
号
、
二
九
頁
、
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
十
一
月
三
日
。

中
里
龍
瑛
「
東
大
看
護
八
○
年
の
創
業
記
仙
」
『
看
護
』
二
一
巻
一
二
号
、
一
○
九
頁
、
一
九
六
九
年
。
他
の
卒
業
生
の
卒
業
証
書
に
こ
の
記

陸
壮
三
朗
『
東
京
大
当

（
一
）
の
文
献
に
同
じ
。

亀
山
美
知
子
「
ア
グ
、
一

国
５
日
麗
伊
ご
号
皇
、

国
〕
①
憲
冨
昌
葛
の
鳥
ご
冨
昌
〕
ｚ
ｏ
ぐ
．
員
屍
認
．

石
原
明
「
絵
で
象
る
看
護
史
六
七
」
『
看
護
教
育
』
第
七
巻
五
号
、
表
紙
、
一
九
六
六
年
。

陸
壮
三
朗
『
東
京
大
学
医
学
部
付
属
医
院
総
覧
』
一
六
九
頁
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
。

述
は
み
ら
れ
な
い
。

プ

C
O

る
0

「
ア
グ
ネ
ス
．
、
ヘ
ッ
チ
考
」
『
京
都
市
立
看
護
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
三
号
、
五
頁
、
一
九
八
八
年
。
ト
ー
マ
ス
・
リ
ン
ゼ

一
身
畠
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
一
致
長
老
教
会
の
宣
教
師
。
日
本
の
看
護
婦
養
成
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
人
物
、
と
さ
れ
て
い

（
慈
恵
看
護
専
門
学
校
）
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TheRoyallnfirmaryofEdinburghandAgnesVetch

byMachikoHIRAO

IntheearlystagesofthenursingeducationsysteminJapan,threefbreignnurses,M.E.Reade,

LindaRichardsandAgnesVetch,exertedagreatdealofinHuence.AlthoughitisknownthatMs.

ReadeandMs.RichardCame丘･omtheU.S.A･asmissionarynurses,littlehasbeenknownaboutMs.

AgnesVetch.

⑬
函
囚

Recently,however,someinfbrmatinabout.Ms･Vetchhasbeenobtainedfi､omBritain.In@GThe

centcnarycditionofthcPclicanandNursc'sLcagueJournaloftheRoyallnfirmaryEdinburghSchool

ofNursing)1972''wefindthe｡cTranscriptoftrainingreportsofAgnesVetchfromregisterofnurses

trainingintheRoyallnfirmaryofEdinburgh.''Accordingtothesematerials,Ms.Vetchwasbornin

Edinburghinl842.Shegraduatedfi､omtheRoyallnfirmaryEdinburghSchoolofNursinginl875,

fbllowedbyworkasamemberofthestaff､thereuntill881.AfterthatshesailedfbrChinabecause

herbrotherwasthereasamedicalmissionary.WhileshewasinAsia,shecametoJapanandtaught

theNightingalesystemofnursing.ShestayedinTokyoandtaughtthescienceofnursingatIkadai-

gaku-Daiichi-Iin(nowtheUniversityofTokyo)froml887tol888.Shetrained28Japanesenurses,

andoneofthemwasspeciallyeducatedasateacher.Followingthat,shewenttoAustraliaand

eventuallytoherhomelandwhereshediedattheafoflOO｡

（
ぬ
函
）

TheNightingalesystemofnursinghadgreatinHuenceontheearlystagesofthenursingeducation

systeminJapan.


